
日
本
文
芸
学
会

第
六
一
回
全
国
大
会
次
第

第
一
日

二
〇
二
五
年
七
月
五
日
（
土
）
午
後
三
時
開
始
（
大
会
受
付

午
後
二
時
〜
）

大
会
会
場：

A
cadem

ic
B

ase

南
棟
４
階
Ｂ
Ｓ
Ｃ
４
０
５
教
室

会
場
校
挨
拶
（
午
後
三
時
〜
三
時
五
分
）

追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
長

西

尾

宣

明

開
会
の
辞
（
午
後
三
時
五
分
〜
三
時
一
〇
分
）

追
手
門
学
院
大
学

東

口

昌

央

研
究
発
表
（
午
後
三
時
一
〇
分
〜
五
時
三
〇
分
）

『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
に
お
け
る
馬
賊
と
越
境

二
松
学
舎
大
学
大
学
院

王

風

詩
誌
『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
の
詩
人
た
ち

│
│
新
し
い
戦
後
詩
史
観
の
構
築
へ
向
け
て
│
│

日
本
大
学
大
学
院

舟

橋

令

偉

大
西
巨
人
『
神
聖
喜
劇
』
と
戦
後
派

│
│
実
作
に
お
け
る
「
政
治
と
文
学
」
の
問
題
│
│

二
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師

杉

山

雄

大

※
開
会
に
先
立
ち
、
理
事
会
を
開
催
し
ま
す
（
午
後
二
時
〜
三
時
、A

cadem
ic

B
ase

南
棟
４
階
Ｂ
Ｓ
Ｃ
４
０
６
教
室
）

懇
親
会
（
午
後
六
時
〜
八
時
、
食
堂
棟
）

第
二
日

二
〇
二
五
年
七
月
六
日
（
日
）
午
前
一
一
時
開
始
（
大
会
受
付

午
前
一
〇
時
三
〇
分
〜
）

大
会
会
場：

A
cadem

ic
B

ase

南
棟
４
階
Ｂ
Ｓ
Ｃ
４
０
５
教
室

研
究
発
表
（
午
前
一
一
時
〜
一
一
時
四
〇
分
）

時
空
論
に
お
け
る
自
己
構
築

│
│
大
江
健
三
郎
『
個
人
的
な
体
験
』
を
中
心
に
│
│

西
安
外
事
学
院

成

暁

琳

総
会
（
午
後
一
時
〜
午
後
二
時
）

※
日
本
文
芸
学
会
論
文
賞
論
文
賞
選
考
結
果
発
表

特
集
「
文
芸
と
土
地
│
│
場
を
め
ぐ
る
力
学
」（
午
後
二
時
〜
五
時
二
〇
分
）

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
宇
治

京
都
橘
大
学

野

村

倫

子

浦
島
伝
説
の
地
の
変
遷

静
岡
英
和
学
院
大
学

畑

恵
里
子

内
田
百
閒
『
冥
途
』
に
お
け
る
幻
想
の
場
の
生
成
に
つ
い
て

大
阪
体
育
大
学

吉

川

望

閉
会
の
辞
（
午
後
五
時
二
〇
分
〜
）

日
本
体
育
大
学

今

野

哲

第
三
日

二
〇
二
五
年
七
月
七
日
（
月
）

大
阪
文
学
踏
査
（
事
務
局
で
資
料
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
各
自
で
ご
踏
査
く
だ
さ
い
）



日
本
文
芸
学
会

第
六
一
回
全
国
大
会

講
演
・
研
究
発
表
要
旨

《
七
月
五
日
（
土
）》

研
究
発
表

『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
に
お
け
る
馬
賊
と
越
境

二
松
学
舎
大
学
大
学
院

王

風

明
治
四
三
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
、『
門
』
は
『
朝
日
新
聞
』
で
連
載
さ
れ
た
。
漱
石
は
こ
の
小
説
で
、
京
都
の
大
学
を

中
退
し
、
転
々
し
て
実
家
の
東
京
へ
戻
り
、
役
所
に
勤
め
る
野
中
宗
助
と
、
妻
の
御
米
と
の
二
人
が
、
家
族
や
親
友
の
人
間

関
係
の
葛
藤
の
中
で
周
旋
し
つ
つ
、
家
計
を
や
り
く
り
す
る
内
容
を
物
語
っ
た
。
坂
井
は
宗
助
夫
妻
の
借
家
の
主
人
で
あ

り
、
そ
の
弟
は
「
冒
険
者
」
と
評
さ
れ
、
金
稼
ぎ
の
た
め
に
満
洲
へ
渡
っ
て
放
浪
し
た
人
物
で
あ
る
。「
弟
」
の
知
り
合
い

の
安
井
は
、
宗
助
の
大
学
時
代
の
親
友
、
御
米
の
元
恋
人
で
あ
る
。
御
米
が
宗
助
に
奪
わ
れ
、
一
時
は
病
気
で
消
沈
し
た
安

井
も
、
や
が
て
外
地
の
満
洲
へ
渡
っ
た
。

「
弟
」
と
安
井
と
の
二
人
の
「
冒
険
者
」
は
、
い
ず
れ
も
作
中
に
実
際
に
登
場
し
て
い
な
い
。
そ
の
経
歴
は
い
ず
れ
も
ほ

か
の
人
物
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
、
想
像
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
作
品
の
外
側
の
読
者
に
「
冒
険
者
と
満
洲
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
の
は
、
新
聞
連
載
と
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
外
地
に
関
す
る
新
聞
記
事
で
あ
り
、
前
の
年
に
同
じ

『
朝
日
新
聞
』
で
連
載
さ
れ
た
夏
目
漱
石
の
紀
行
文
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
で
も
あ
ろ
う
。

一
九
〇
九
年
九
月
か
ら
一
〇
月
、
約
一
ヶ
月
半
の
日
程
で
、
夏
目
漱
石
は
中
国
東
北
地
方
と
朝
鮮
を
旅
行
し
た
。
漱
石
が

帰
国
し
た
一
〇
月
二
一
日
か
ら
一
二
月
三
〇
日
ま
で
、
そ
の
旅
行
の
紀
行
文
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
は
東
京
と
大
阪
の

『
朝
日
新
聞
』
に
五
一
回
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
紀
行
文
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
、
連
載
中
断
や
語
ら
れ
な
い
韓
国
な
ど
の
問
題
点
を
め
ぐ
っ
て
、
断
片
的
に
先
行
研

究
が
指
摘
し
て
き
た
。
し
か
し
、
旅
行
中
に
書
か
れ
た
日
記
と
『
満
韓
』
と
を
細
か
く
比
較
対
照
す
る
こ
と
は
ま
だ
十
分
に

な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
発
表
は
ま
ず
、『
満
韓
』
の
各
章
と
そ
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
日
記
の
記
述
と
を
一
日
ず
つ
照
合
し
、
日
記
か
ら
『
満

韓
』
へ
と
「
転
写
」
さ
れ
る
過
程
の
中
で
人
物
に
つ
い
て
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
よ
う
な
私
的

文
献
で
あ
る
日
記
か
ら
、
公
的
な
性
格
を
持
つ
新
聞
連
載
へ
と
表
現
の
場
が
移
る
過
程
に
現
れ
た
作
者
と
編
集
者
と
の
植
民

地
意
識
を
指
摘
し
た
い
。

そ
し
て
、
日
記
と
『
満
韓
』
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
す
べ
て
の
登
場
人
物
の
中
で
、
日
記
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
満

韓
』
の
本
文
で
印
象
深
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
「
若
い
女
」
と
「
馬
賊
」
を
取
り
上
げ
る
。『
門
』
に
お
い
て
、
安
井
は
宗

助
に
恋
人
を
奪
わ
れ
て
、
満
洲
で
「
冒
険
」
生
活
を
送
っ
た
が
、
そ
こ
で
焦
点
化
さ
れ
た
の
は
「
異
性
」
と
「
危
険
」
と
い

う
二
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
安
井
が
満
洲
に
わ
た
っ
て
か
ら
の
経
歴
の
中
で
、
そ
の
要
素
に
関
す
る
内
容
は

『
門
』
に
お
い
て
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
満
韓
』
に
お
け
る
異
国
情
緒
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
を
ま
と
っ

た
「
若
い
女
」
と
、
日
本
人
に
敵
意
を
持
つ
暴
力
の
象
徴
で
あ
る
「
馬
賊
」
は
、
そ
の
よ
う
な
空
白
を
補
完
す
る
機
能
を
担

っ
て
い
た
可
能
性
を
こ
こ
で
提
起
し
た
い
。

│
２
│



詩
誌
『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
の
詩
人
た
ち

│
│
新
し
い
戦
後
詩
史
観
の
構
築
へ
向
け
て
│
│

日
本
大
学
大
学
院

舟

橋

令

偉

日
本
に
お
け
る
戦
後
詩
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
、
疋
田
雅
昭
は
「
戦
後
詩
史
の
な
か
で
「
荒
地
」
派
の
活
動
よ
り
後
の
時

代
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
、
到
底
言
い
難
い
現
状
が
あ
る
」（
書
評
「
田
口
麻
奈
著
『〈
空
白
〉
の
根
底

鮎
川
信
夫
と

日
本
戦
後
詩
』」）
と
指
摘
し
て
い
る
。

戦
後
詩
の
始
ま
り
を
告
げ
た
の
は
、
鮎
川
信
夫
・
田
村
隆
一
等
の
「
荒
地
派
」
の
詩
人
た
ち
だ
。
彼
ら
は
『
荒
地
』（
一

九
四
七
〜
四
八
年
）『
荒
地
詩
集
』（
一
九
五
一
〜
五
八
年
）
に
お
い
て
、
戦
争
の
記
憶
と
死
ん
だ
友
人
の
面
影
を
も
と
に
詩

を
書
き
、
戦
後
と
い
う
「
空
白
」
の
時
代
に
、「
始
ま
り
」
の
言
葉
を
刻
み
つ
け
た
。
従
来
の
研
究
に
は
、「
荒
地
派
」
を
原

点
に
据
え
つ
つ
、「
戦
争
体
験
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
戦
後
詩
を
読
み
解
く
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
て
い

く
に
つ
れ
、
詩
は
思
想
と
し
て
の
力
を
失
っ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
読
み
方
で
も
あ
っ
た
。
荒
地
派
は
常
に
「
回
帰
」

す
べ
き
「
原
点
」
と
見
な
さ
れ
、「
戦
争
体
験
」＝

「
思
想
の
深
さ
」
と
い
う
前
提
は
、
そ
の
た
め
に
温
存
さ
れ
て
き
た
と
も

言
え
る
。

荒
地
派
の
以
降
に
登
場
す
る
詩
人
た
ち
は
、「
戦
争
体
験
」
か
ら
切
断
さ
れ
、「
実
存
的
関
心
も
社
会
的
関
心
も
も
た
な

い
」（
吉
本
隆
明
「
戦
後
詩
人
論
」）
と
さ
れ
る
。
五
〇
年
代
を
代
表
す
る
大
岡
信
・
谷
川
俊
太
郎
等
は
、
日
常
を
美
し
く
歌

う
「
感
受
性
の
祝
祭
」（
大
岡
信
）
と
呼
ば
れ
、
六
〇
年
代
を
代
表
す
る
天
沢
退
二
郎
・
鈴
木
志
郎
康
等
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク

重
視
の
「
修
辞
的
な
現
在
」（
吉
本
隆
明
）
と
批
判
さ
れ
た
。

「
荒
地
派
」
と
荒
地
派
以
降
の
詩
人
た
ち
と
の
間
に
「
切
断
線
」
が
あ
る
限
り
、
戦
後
詩
研
究
は
進
ん
で
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

本
発
表
で
は
「
戦
争
体
験
」＝

「
思
想
の
深
さ
」
と
い
う
構
図
を
一
新
す
る
た
め
に
、
戦
争
体
験
の
有
無
に
縛
ら
れ
な
い
戦
後

詩
の
読
み
方
を
、
詩
誌
『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』（
一
九
五
五
〜
五
九
）
の
詩
人
た
ち
を
通
し
て
提
示
し
た
い
。

『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
と
は
、
石
原
吉
郎
と
好
川
誠
一
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
勝
野
睦
人
が
加
わ
る
こ
と
で
、
詩
史
的
な
位
置
を

確
立
し
た
詩
誌
で
あ
る
。
石
原
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
を
も
と
に
詩
と
批
評
を
書
き
続
け
、
戦
後
を
代
表
す
る
詩
人
と
な
っ

た
。
好
川
と
勝
野
は
二
人
と
も
夭
折
し
た
た
め
、
文
学
史
上
、
ほ
ぼ
無
名
の
存
在
で
あ
る
。

野
坂
昭
雄
は
『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、「
多
く
の
作
品
が
詩
人
の
日
常
的
な
感
覚
に
基
づ
い
て

創
作
さ
れ
て
い
る
」「『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
は
明
ら
か
に
『
荒
地
』
寄
り
の
立
場
を
取
り
、
詩
の
集
団
性
を
拒
否
す
る
鮎
川
の
詩

的
な
態
度
に
共
感
し
て
い
た
」（「
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
帰
還
者
」）
と
述
べ
て
い
る
。

『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
の
特
異
性
は
、『
櫂
』
の
詩
人
の
よ
う
に
「
日
常
的
な
感
覚
」
で
詩
を
書
き
な
が
ら
も
、「
荒
地
派
」
に
接

近
で
き
る
感
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
若
い
好
川
と
勝
野
の
詩
は
、「
戦
争
体
験
」
が
な
く
と
も
、
実
存
的
な

詩
が
書
き
得
る
こ
と
の
証
明
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
発
表
の
前
半
部
で
は
、
五
〇
年
代
に
創
刊
さ
れ
た
他
の
詩
誌
と
比
較
し
な

が
ら
、『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』
の
思
想
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
戦
後
詩
史
に
位
置
づ
け
る
。
後
半
部
で
は
「
ロ
シ
ナ
ン
テ
の
三

羽
烏
」（
小
田
久
郎
）
と
呼
ば
れ
た
、
石
原
・
好
川
・
勝
野
の
詩
を
取
り
上
げ
、
そ
の
詩
に
表
現
さ
れ
た
人
間
の
「
孤
独
」

に
迫
っ
て
い
く
。

│
３
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大
西
巨
人
『
神
聖
喜
劇
』
と
戦
後
派

│
│
実
作
に
お
け
る
「
政
治
と
文
学
」
の
問
題
│
│

二
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師

杉

山

雄

大

大
西
巨
人
は
「
先
頭
部
隊
の
責
任
」（
一
九
五
二
・
十
一
）
で
、「
先
頭
・
指
導
部
隊
の
責
任
・
使
命
」
の
「
自
覚
と
実
行

と
の
不
十
分
・
不
徹
底
」
が
現
在
の
革
新
勢
力
の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
、
野
間
宏
『
真
空
地
帯
』（
一
九
五
二
・
二
）
の

「
主
要
欠
陥
」
も
そ
の
点
に
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
井
上
光
晴
『
重
い
Ｓ
港
』（
一
九
五
二
・
九
）
の
主
人
公

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
の
実
践
を
「
道
徳
的
」、「
近
代
主
義
的
人
間
主
義
」
的
に
し
か
捉
え

て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、「
井
上
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
も
の
は
『
真
空
地
帯
』
に
お
け
る
野
間
の
根
本
欠
陥
の
逆
方
向
で

の
表
わ
れ
」
で
あ
る
と
論
じ
た
。

当
時
、
巨
人
が
野
間
の
『
真
空
地
帯
』
と
井
上
の
『
重
い
Ｓ
港
』、『
手
段
』（
一
九
五
二
・
十
一
）
を
、
と
も
に
革
命
運

動
に
対
す
る
責
任
の
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
た
こ
と
の
意
味
は
、
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
巨
人

の
指
摘
は
戦
後
派
に
お
け
る
「
政
治
と
文
学
」
の
実
践
の
弱
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
重
要
な
問
題
提
起
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

戦
後
派
の
第
一
声
と
呼
ば
れ
る
野
間
宏
『
暗
い
絵
』（
一
九
四
六
・
十
）
は
、
戦
時
下
の
学
生
運
動
と
そ
れ
に
対
す
る
弾

圧
と
い
う
二
つ
の
�
政
治
�
に
挟
ま
れ
て
犠
牲
と
な
っ
た
学
生
ら
と
、「
生
命
を
粗
末
に
す
る
」
こ
と
を
忌
避
し
て
運
動
か

ら
離
脱
し
て
ゆ
く
主
人
公
と
の
関
係
性
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
本
作
が
「
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
え
ら
ば
ぬ
」�
政
治
�

を
忌
避
し
つ
つ
、
戦
争
体
験
を
止
揚
し
た
新
た
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
模
索
す
る
『
近
代
文
学
』
創
刊
同
人
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
戦
後
派
の
「
政
治
と
文
学
」
論
に
は
�
政
治＝

加
害
者
�
対

�
文
学
（
な
い
し
、
そ
の
目
的
た
る
「
人
間
」）＝

被
害
者
�
と
い
う
図
式
が
潜
ん
で
お
り
、
そ
の
実
作
も
�
被
害
者
�
に
よ

る
�
政
治
�
の
告
発
と
い
う
一
方
的
な
構
図
に
収
斂
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
た
。
野
間
の
『
真
空
地
帯
』
も
、
陸
軍
内
務
班

と
い
う
戦
時
下
に
お
け
る
�
政
治
�
の
先
鋭
的
な
部
分
を
、
兵
士
か
ら
「
人
間
」
の
生
活
を
奪
う
も
の
と
し
て
�
被
害
者
�

的
な
視
点
か
ら
描
い
た
小
説
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
共
産
党
の
内
在
的
批
判
を
試
み
た
田
中
英
光
と
井
上
光
晴
の
小
説
も

�
被
害
者
�
に
よ
る
告
発
と
い
う
形
式
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。

巨
人
の
『
黄
金
伝
説
』（
一
九
五
四
・
一
）
と
『
神
聖
喜
劇
』（
一
九
八
〇
・
四
）
は
、
民
衆
と
の
討
議
を
通
じ
て
、
革
命

的
な
集
団
を
組
織
し
て
ゆ
く
知
識
人
の
営
為
を
描
い
て
い
る
。
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
革
命
運
動
に
対
す
る
責
任
で
あ
り
、

そ
れ
は
�
政
治
�
の
非
人
間
性
の
告
発
や
暴
露
を
超
え
て
、
変
革
の
実
践
を
具
体
的
に
描
出
す
る
こ
と
を
書
き
手
に
要
請
す

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
巨
人
に
お
け
る
「
政
治
と
文
学
」
の
実
践
が
あ
り
、
ほ
か
の
戦
後
派
作
家
に
対
す
る
独
自
性
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

佐
々
木
基
一
「
戦
後
の
決
算
│
『
神
聖
喜
劇
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
六
九
・
八
）
は
『
神
聖
喜
劇
』
を
「
大
西
巨
人
に

お
け
る
戦
後
体
験
の
決
算
」
と
捉
え
、
敗
戦
直
後
の
創
作
や
『
真
空
地
帯
』
論
争
、
大
西
・
宮
本
論
争
と
の
関
連
を
指
摘
し

た
批
評
で
あ
る
。
本
発
表
は
、
佐
々
木
の
指
摘
を
出
発
点
と
し
て
、
戦
後
派
の
問
題
と
い
う
文
脈
か
ら
『
神
聖
喜
劇
』
の
文

学
史
的
な
意
義
を
検
討
す
る
試
み
で
あ
る
。
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《
七
月
六
日
（
日
）》

研
究
発
表

時
空
論
に
お
け
る
自
己
構
築

│
│
大
江
健
三
郎
『
個
人
的
な
体
験
』
を
中
心
に
│
│

西
安
外
事
学
院

成

暁

琳

大
江
健
三
郎
の
長
編
小
説
『
個
人
的
な
体
験
』
は
一
九
六
四
年
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。『
個
人
的
な
体
験
』
は
障

害
児
の
誕
生
を
題
材
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
体
型
と
状
態
が
鳥
に
似
て
い
る
主
人
公
「
鳥
」
は
と
て
も
平
凡
で
懦
弱
な
人

だ
。
少
年
時
代
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ
冒
険
に
行
き
た
い
夢
を
持
っ
て
い
る
「
鳥
」
は
自
分
の
障
害
児
の
誕
生
後
、
こ
の
新
生
児

の
死
を
期
待
す
る
と
い
う
論
理
的
苦
悩
に
陥
る
か
ら
、
性
と
ア
ル
コ
ー
ル
で
自
分
を
麻
痺
さ
せ
た
。
最
後
に
、
自
分
な
ら
で

は
の
経
験
を
し
て
い
る
う
ち
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
し
、
障
害
児
に
直
面
し
共
生
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
決
断

に
至
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

『
個
人
的
な
体
験
』
の
冒
頭
に
「
鳥
」
が
本
屋
で
ア
フ
リ
カ
地
図
を
眺
め
な
が
ら
た
め
息
を
つ
く
空
間
描
写
及
び
初
夏
の

夕
暮
れ
の
暑
と
い
う
時
間
描
写
が
あ
る
。
そ
し
て
、
小
説
の
結
末
で
は
秋
の
終
わ
り
、
退
院
前
、「
鳥
」
は
妻
と
義
父
母
が

特
児
室
の
前
に
待
ち
受
け
て
い
る
と
い
う
時
空
の
描
写
で
閉
じ
ら
れ
る
。
小
説
は
こ
の
よ
う
な
時
空
体
で
展
開
さ
れ
た
と
思

う
。
ま
た
、
作
品
で
は
非
連
続
時
間
の
進
行
と
空
間
の
転
換
が
頻
繁
に
現
れ
、
時
間
が
経
て
い
る
う
ち
に
、
空
間
転
換
の
特

徴
も
表
し
た
。
す
な
わ
ち
夏
か
ら
秋
へ
の
時
間
の
推
移
に
連
れ
、
夢
と
未
来
を
象
徴
す
る
本
屋
か
ら
現
実
の
嬰
児
室
へ
の
空

間
に
転
換
し
た
。
こ
う
い
う
時
空
論
の
下
で
、
主
人
公
が
つ
い
に
心
の
闇
を
突
破
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
展
開
さ
れ
た
。
カ

ッ
シ
ー
ラ
ー
が
「
空
間
と
時
間
は
あ
ら
ゆ
る
実
在
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
枠
組
み
で
あ
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
作
者
が
こ
の

よ
う
な
時
空
の
叙
事
構
造
を
踏
ま
え
て
「
鳥
」
の
自
己
構
築
を
巧
み
に
描
き
出
し
た
と
思
う
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
さ
ら
に
、「
空
間
と
時
間
は
芸
術
構
造
の
内
部
に
存
在
し
、
建
築
的
全
体
を
支
え
る
二
つ
の
柱
で
あ
る
」

と
指
摘
し
、「
時
空
構
造
の
探
求
は
、
最
終
的
に
人
間
自
身
の
問
題
へ
と
到
達
す
る
」
と
論
じ
た
。
主
人
公
「
鳥
」
は
迷
い

と
無
力
感
が
あ
る
戦
後
日
本
青
年
を
代
表
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
鳥
」
は
ど
の
よ
う
に
苦
境
を
脱
す
る
か
新
た
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
か
は
時
空
論
の
視
野
か
ら
解
読
す
る
と
、
新
た
な
視
点
と
な
り
得
る
と
言
え
る
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
、
現
在
、
中
日
両
国
に
お
い
て
時
空
論
を
通
し
て
『
個
人
的
な
体
験
』
に
お
け
る
主
人
公
の
自
己
構
築
を
探
求

し
た
研
究
は
ま
だ
少
な
い
か
ら
、
こ
の
観
点
を
踏
ま
え
た
考
察
は
意
義
深
い
と
思
う
。
バ
フ
チ
ン
の
思
想
を
引
く
ホ
ー
ク
イ

ス
ト
の
言
う
よ
う
に
、「
時
空
座
標
（tim

e-space
coordinates

）
は
一
種
の
『
第
一
哲
学
』
の
基
盤
で
あ
り
、
人
間
の
存
在

を
測
る
指
標
と
し
て
、
と
り
わ
け
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
解
す
る
た
め
の
根
本
的
枠
組
み
を
提
供
す
る
」。
本
稿

で
は
、
時
空
論
の
視
点
か
ら
、
大
江
文
学
か
ら
の
実
存
主
義
及
び
「
鳥
」
の
自
己
構
築
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
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特
集

文
芸
と
土
地
│
│
場
所
を
め
ぐ
る
力
学

土
地
は
、
人
間
に
糧
を
も
た
ら
す
環
境
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
の
あ
り
よ
う
を
規
定
す
る
制
約
で
も
あ
る
。
人
は
感
覚
を

通
じ
て
土
地
を
と
ら
え
て
意
味
づ
け
を
行
い
、
ま
た
、
働
き
か
け
に
よ
っ
て
社
会
的
、
文
化
的
な
空
間
を
創
り
出
す
。
固
有

の
場
に
お
け
る
個
別
の
営
み
か
ら
、
歌
や
伝
承
、
あ
る
い
は
物
語
や
小
説
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
文
芸
に
よ

っ
て
新
た
な
価
値
を
与
え
ら
れ
た
土
地
は
、
作
品
を
受
容
す
る
空
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
他
の
地
域
に
作
品
を
伝
え
る
中
継

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
人
と
土
地
と
の
交
渉
は
、
多
元
的
な
展
開
相
を
持
つ
に
至
り
、
文
芸
の
拡
大
、

変
容
、
深
化
、
飛
躍
に
寄
与
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

今
回
の
特
集
で
は
、
日
本
文
芸
に
お
い
て
、
土
地
が
表
現
や
内
容
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
立
体
的
に
考
察
す
る
。
特
定
の
土

地
を
舞
台
に
生
成
し
た
言
語
表
象
が
自
律
的
な
存
在
と
な
り
、
元
々
の
文
脈
を
離
れ
て
、
新
た
な
創
造
の
源
泉
と
な
る
過
程

を
、
複
数
の
時
代
、
ジ
ャ
ン
ル
の
事
例
を
通
し
て
検
証
し
て
み
た
い
。
所
与
の
条
件
で
あ
っ
た
土
地
が
、
理
想
化
さ
れ
た
風

景
に
高
め
ら
れ
た
り
、
非
現
実
的
な
世
界
に
転
じ
て
い
っ
た
り
す
る
事
情
に
迫
り
、
文
芸
史
の
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
を

目
指
す
。

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
宇
治

京
都
橘
大
学

野

村

倫

子

か
つ
て
の
宇
治
は
奈
良
と
北
陸
を
結
ぶ
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
。
記
紀
の
時
代
に
は
雌
雄
を
決
す
る
戦
の
場
と
な
り
、
忍
熊

王
や
菟
道
若
子
の
終
焉
の
地
と
な
っ
た
。
菟
道
若
子
は
宇
治
に
祀
ら
れ
、
後
に
「
宇
治
十
帖
」
の
八
宮
の
造
形
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
平
安
京
が
定
ま
る
と
、
旧
都
平
城
京
の
中
継
地
と
し
て
の
存
在
感
を
ま
す
。
平
安
貴
族
の
別
荘

地
と
な
り
、
ま
た
仏
教
色
の
強
い
地
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
『
万
葉
集
』
の
時
代
に
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
が
、『
古
今
和
歌

集
』
で
詠
ま
れ
た
「
宇
治
橋
」
や
「
宇
治
の
橋
姫
」
の
印
象
が
物
語
の
核
と
な
り
、『
源
氏
物
語
』
の
「
宇
治
十
帖
」
で
こ

の
地
の
印
象
が
固
定
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
平
安
の
都
か
ら
日
帰
り
の
移
動
が
可
能
で
あ
り
、
都
か
ら
姿
を
隠
す
絶

好
の
場
所
と
な
り
、
秘
め
ら
れ
た
恋
の
地
と
な
っ
た
。

「
宇
治
十
帖
」
を
言
語
レ
ベ
ル
で
引
用
し
、
実
体
の
な
い
物
語
を
創
造
し
て
い
っ
た
の
が
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
女

君
に
関
わ
る
物
語
で
あ
っ
た
。
活
発
な
性
格
か
ら
男
性
と
し
て
官
僚
の
道
を
歩
ん
で
い
た
女
君
で
あ
っ
た
が
、
心
な
ら
ず
も

宮
の
中
納
言
の
子
を
懐
妊
し
て
し
ま
う
。
そ
の
身
を
宇
治
に
隠
し
、
出
産
し
た
も
の
の
、
生
ま
れ
た
我
が
子
を
残
し
て
姿
を

消
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
女
東
宮
付
き
と
し
て
後
宮
に
務
め
て
い
た
き
ょ
う
だ
い
の
男
君
と
男
女
の
入
れ
替
わ
り
を
遂
げ
た

の
ち
、
女
性
の
姿
と
な
っ
て
女
東
宮
の
も
と
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
官
人
で
あ
っ
た
女
君
は
完
全
に
姿
を
消
す
こ
と
に

な
る
。
女
君
が
宇
治
か
ら
姿
を
消
し
た
の
は
不
誠
実
を
気
に
病
ん
で
宇
治
川
に
入
水
し
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
宮
の
中
納

言
に
納
得
さ
せ
る
た
め
に
男
君
が
繰
り
返
す
の
が
、「
宇
治
の
橋
姫
」
の
入
水
と
い
う
物
語
で
あ
っ
た
。『
古
今
和
歌
集
』
の

橋
姫
は
男
を
待
つ
女
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、「
宇
治
十
帖
」
で
は
宇
治
の
八
宮
の
娘
で
あ
る
大
君
と
中
の
君
が
、
思

い
を
寄
せ
る
薫
と
匂
宮
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
橋
姫
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
異
母
妹
の
浮
舟
も
宇
治
で
男
君
の
訪
れ
を
待

つ
身
で
あ
っ
た
が
、
和
歌
と
い
う
形
を
と
っ
て
正
式
に
「
橋
姫
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
浮
舟
の
宇
治
川
入

水
の
物
語
を
受
け
て
、「
橋
姫
」
の
入
水
と
い
う
新
た
な
物
語
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
男
君
が
繰
り
返
し
語
る
こ
と
で
、

実
際
に
は
な
か
っ
た
女
君
の
身
投
げ
が
説
得
力
を
も
っ
て
、
宮
の
中
納
言
の
な
か
で
は
女
君
の
喪
失
が
現
実
の
も
の
と
し
て

納
得
さ
れ
て
い
く
。「
宇
治
」
と
い
う
場
が
、「
宇
治
十
帖
」
の
浮
舟
入
水
の
物
語
を
経
て
、
男
君
の
言
語
活
動
を
通
し
て
架

空
の
女
君
入
水
の
物
語
を
現
実
化
し
て
い
く
経
過
を
物
語
か
ら
確
認
し
て
ゆ
く
。
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浦
島
伝
説
の
地
の
変
遷

静
岡
英
和
学
院
大
学

畑

恵
里
子

上
代
に
発
生
し
た
浦
島
伝
説
は
、
お
も
に
日
本
本
土
に
お
い
て
広
く
享
受
さ
れ
て
き
た
。
古
く
は
『
万
葉
集
』
一
七
四
〇

・
一
七
四
一
番
歌
や
『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
二
二
年
条
に
も
見
ら
れ
る
が
、
よ
り
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
は
『
丹
後

よ
さ

こ
ほ
り

ひ
お
き

さ
と

つ
つ
か
は

む
ら

い
は

み
ず
の
え

う
ら

し
ま
こ

国
風
土
記
逸
文
』
で
あ
る
。「
与
謝
の
郡
。
日
置
の
里
。
こ
の
里
に
筒
川
の
村
」「
謂
ゆ
る
水
江
の
浦
の
嶼
子
」
と
あ
り
、
丹

後
国
の
「
水
江
の
浦
の
嶼
子
」
の
話
と
し
て
、
本
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
風
土
記
』
小
学
館
）。
当
地
に
は
、
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
浦
嶋
神
社
も
伝
わ
っ
て
お
り
（
京
都
府
与
謝
郡
伊
根

町
）、
浦
島
が
筒
河
大
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
浦
島
神
社
公
式
Ｈ
Ｐ
）。

平
安
時
代
の
『
浦
島
子
伝
』（『
群
書
類
従
』）
で
も
、「
雄
略
天
皇
廿
二
年
に
当
り
、
丹
後
国
水
江
浦
島
子
、
独
り
船
に
乗

り
」
と
あ
り
（
重
松
明
久
『
浦
島
子
伝
』
現
代
思
潮
社
、
一
九
八
一
年
。
現
代
思
潮
新
社
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
、
二
〇
〇
六

年
）、「
丹
後
国
」
を
舞
台
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
後
も
同
様
で
あ
り
、
中
世
の
「
浦
島
の
太
郎
」
と
し
て
伝
わ
る
話
に
は
「
昔
、
丹
後
国
に
、
浦
島
の
太
郎
と
て
」

と
あ
る
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
室
町
物
語
草
紙
集
』
小
学
館
）。

近
世
期
に
な
る
と
、
丹
後
国
と
い
う
叙
述
は
必
ず
し
も
附
随
し
な
い
よ
う
で
は
あ
る
の
だ
が
、
た
と
え
ば
、
舞
鶴
市
糸
井

こ
ほ
り

文
庫
『
水
江
浦
島
対
紫
雲
篋
』
に
は
「
丹
後
国
」「
同
国
与
謝
の
郡
」
な
ど
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
浦
島
伝
説
は
、
本
来
、
丹
後
国
を
舞
台
と
す
る
こ
と
が
、
あ
る
種
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
作
品
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
は
、
丹
後
と
い
う
固
有
の
土
地
を
、
浦
島
伝
説
の
舞
台
と
し
て
想
起
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
少
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
国
定
教
科
書
の
影
響
で
は
な
い
か
と
、
三
浦
佑
之
は
指
摘
し
て
い
る

（
三
浦
佑
之
『
浦
島
太
郎
の
文
学
史
│
恋
愛
小
説
の
発
生
│
』
五
柳
書
院
、
一
九
八
九
年
）。
と
は
い
え
、
明
治
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
あ
る
程
度
長
い
時
間
が
経
過
し
て
お
り
、
現
在
も
な
お
明
治
期
の
国
定
教
科
書
の
影
響
が
残
存
し
て
い
る
と
は

い
い
に
く
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
浦
島
伝
説
は
、
丹
後
国
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
横
浜
や
木
曽
な
ど
に
も
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
報
告
さ
れ
て
も
い
る
（
三
舟
隆
之
『
浦
島
太
郎
の
日
本
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

九
年
）。

そ
こ
で
、
本
伝
説
に
お
け
る
土
地
の
持
つ
磁
場
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
、
改
め
て
問
い
直
し
て
み
た
い
。

│
７
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内
田
百
閒
『
冥
途
』
に
お
け
る
幻
想
の
場
の
生
成
に
つ
い
て

大
阪
体
育
大
学

吉

川

望

内
田
百
閒
の
第
一
創
作
集
『
冥
途
』（
大
正
十
一
年
二
月
、
稲
門
堂
書
店
）
は
、
十
八
の
幻
想
的
短
篇
を
収
め
た
も
の
で

あ
る
。
発
表
者
は
こ
れ
ま
で
、『
冥
途
』
の
作
品
空
間
を
作
中
の
「
私
」
の
心
象
世
界
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
今
回
の
発
表

で
は
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
空
間
内
に
あ
る
非
現
実
の
場
所
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
冥
途
』
に
お
い
て
〈
土
手
〉
は
、「
私
」
が
不
可
思
議
な
事
態
に
遭
遇
す
る
場
所
で
あ
る
。
早
く
か
ら
物
語
の
舞
台
装
置

と
し
て
着
目
さ
れ
て
き
た
。
作
者
自
身
は
後
年
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
の
旧
作
『
冥
途
』
に
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

土
手
が
出
て
来
る
。
土
手
は
淋
し
く
悲
し
い
。
そ
の
つ
も
り
で
書
い
た
の
で
は
な
い
が
、
後
か
ら
思
へ
ば
若
い
時
の
感
傷
を

土
手
に
託
し
た
事
は
疑
ひ
な
い
」（「
土
手
」）。
こ
う
し
た
言
説
か
ら
は
、
百
閒
の
随
筆
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
故
郷
岡
山

の
、
旭
川
や
百
間
川
の
土
手
が
「
原
風
景
」
と
し
て
『
冥
途
』
の
場
の
生
成
に
関
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
例
か
ら
取
り
出
せ
る
一
つ
の
検
討
課
題
は
、
場
所
の
抽
象
性
と
不
可
思
議
な
物
語
内
容
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。『
冥
途
』
に
は
、「
牛
窓
」（「
花
火
」）
一
つ
を
除
い
て
具
体
的
な
地
名
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
〈
土
手
〉

の
場
合
を
踏
ま
え
る
と
、
百
閒
は
、
特
定
の
具
体
的
な
土
地
や
場
所
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
抽
象
化
し
て
不
可
思
議
な
物
語

の
舞
台
と
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
必
然
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、『
冥
途
』
に

至
る
作
品
の
改
稿
の
あ
り
よ
う
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
冥
途
』
十
八
篇
は
、
十
年
ほ
ど
の
期
間
に
、
改
稿
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
百
閒
は
、
大
正
十
年

七
月
ま
で
に
複
数
の
雑
誌
に
分
散
し
て
作
品
を
発
表
し
た
の
ち
、
十
一
年
二
月
に
『
冥
途
』
に
収
め
て
刊
行
し
た
。
十
八
篇

の
う
ち
「
烏
」
は
、
明
治
四
十
三
年
に
第
六
高
等
学
校
の
「
校
友
会
会
誌
」
に
発
表
さ
れ
、
大
正
十
年
七
月
の
「
新
小
説
」

に
改
稿
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
た
。
つ
ま
り
『
冥
途
』
の
成
立
過
程
に
お
い
て
最
初
と
最
後
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
改
稿
の
程
度
も
大
き
い
。
こ
こ
で
場
所
に
関
し
て
触
れ
る
と
、
明
治
四
十
三
年
の
「
烏
」
は
、
特
定
の
土
地
の
遍

路
宿
を
舞
台
と
し
、
複
数
の
地
名
や
風
景
描
写
か
ら
宿
の
地
理
的
位
置
ま
で
わ
か
る
の
に
対
し
、
大
正
十
年
の
改
稿
後
の

「
烏
」
で
は
、
場
所
の
固
有
性
は
剥
ぎ
取
ら
れ
、
ど
こ
と
も
知
れ
な
い
場
所
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
所
を
抽
象

化
す
る
改
稿
の
あ
り
よ
う
を
物
語
内
容
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
具
体
的
に
分
析
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
同
じ
く
場
と
物
語
内
容
と
の
関
わ
り
の
観
点
か
ら
、
十
八
篇
全
体
の
成
立
過
程
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
も

確
認
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。『
冥
途
』
の
場
に
は
統
一
感
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
統
一
的
な
幻
想
の
場
の
生
成
に
向
け

た
百
閒
の
模
索
を
動
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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